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令和 3 年度 学生生活実態調査の結果について 

 

東京都立産業技術高等専門学校は、平成 18 年にスタートしたまだ新しい高専で、“ものづくりスペシャリスト”の育成を目指しています。 

本校が育てる“ものづくりスペシャリスト”とは、工学の基礎をしっかり身に付け、種々の工学的な問題解決能力やコミュニケーション能力

を備えた実践的な技術者です。単に、技術の進歩に追随するだけでなく、社会が抱える問題解決にも貢献でき、世界で活躍する技術者の育成

を目指しています。 

そのために、本校では国際的に通用する工学教育の質の保証の追求、海外教育プログラムや国際交流事業を通した教育に注力しています。

平成 28 年度からは創造的かつ実践的教育を一層進めるため、情報セキュリティ技術者育成プログラムと航空技術者育成プログラムをスター

トさせました。更に、令和 3年から IoT、ビッグデータ、人工知能等を活用した「Society5.0」を支える基盤技術教育の確立を目指して品川

キャンパスに AI スマート工学コースと情報システム工学コースを新設しました。また、荒川キャンパスでは、AIを積極的に取り入れたコー

ス横断型の医工連携教育を開始しました。こうした改革を実りあるものとするためには、本校の実態を客観的に把握・分析することが不可欠

です。 

そこで、本校では概ね 5年毎に、在校生、保護者、就職先企業及び卒業生に対するアンケート調査を実施しています。 今回 3回目となる

「学生生活実態調査」を行い、調査結果と分析の概要を纏めることができましたのでご報告いたします。 

尚、本調査にご協力いただいた在校生及び保護者の皆様には、あらためて深く御礼を申し上げます。  

 

東京都立産業技術高等専門学校 校長 渡辺 和人 

  



 

目次 

第 1 部 アンケート調査概要 1 

1－1 調査目的 1 

1－2 調査概要 1 

1－3 回答者属性 2 

第 2 部 アンケート調査結果 4 

2－1 学校全般について 4 

2－2 各科目について 8 

2－3 学生支援の取組 14 

2－4 校内設備 20 

2－5 学生生活 23 

2－6 学習の状況 26 

2－7 海外に関する意識 33 

2－8 生活状況 35 

2－9 情報端末（スマートフォンやパソコンなど）の利用 41 

2－10 各種プログラム 47 

第 3 部 保護者からみた状況 49 

3－1 奨学金制度の利用状況 49 



 

3－2 海外意向 50 

3－3 子どもとの状況 52 

第 4 部 各種プログラムと海外意向の関係 57 

4－1 本科生 57 

4－2 保護者 61 

第 5 部 まとめ（本科を中心に） 63 

 

 

 



1 

第1部 アンケート調査概要 
1－1  調査目的 

東京都立産業技術高等専門学校の在校生とその保護者に対し、学校の魅力や学校評価、学校生活の実態、学外での学習状況・生活実態、学

生と保護者の関係について調査し、本校の経営戦略に活かすための基礎資料を得ることを目的とする。 

 

1－2  調査概要 

(１)調査対象・回収数 

調査対象は、以下のとおり。 

 

調査名 調査対象人数 回収数 

本科調査 令和 3 年度東京都立産業技術高等専門学校本科の在校生 1,560 名 1,479 件（回収率 94.8%） 

専攻科調査 令和 3 年度東京都立産業技術高等専門学校専攻科の在校生 72 名 39 件（回収率 54.2%） 

保護者調査 令和 3 年度東京都立産業技術高等専門学校在校生の保護者 1,632 名 733 件（回収率 44.9%） 

 

(２)調査方法・調査期間 

調査方法・調査期間は、以下のとおり。 

調査名 調査方法 調査方法 

本科調査 紙による調査票方式。主にホームルーム時間に回答 令和 3 年 10 月 19 日(火)～10 月 29 日(金) 

専攻科調査 紙による調査票方式。 令和 3 年 10 月 19 日(火)～10 月 29 日(金) 

保護者調査 紙による案内（学生経由及び保護者会で配布）、WEB によ

る回答 

令和 3 年 10 月 18 日(月)～11 月 2 日(火) 
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1－3  回答者属性 

本科、専攻科の学年、コースは、下記のとおり。 

図表 1-1 学年（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

    

図表 1-2 コース（本科（2 年生以上）（左）：N=1,147 専攻科（右）：N=39） 

   

19.9%

19.1%

19.2%

16.8%

15.8%

6.6%

2.5%

22.3%

20.8%

20.7%

19.2%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40%

１年

２年

３年

４年

５年

２年以上（学年無回答）

無回答

＜本科＞

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

13.3%

9.4%

13.0%

12.6%

13.4%

11.9%

13.6%

12.5%

0.3%

13.7%

11.2%

13.3%

10.5%

12.9%

12.4%

12.9%

13.0%

0% 10% 20% 30%

機械システム工学コース

生産システム工学コース

電気電子工学コース

電子情報工学コース

情報通信工学コース

ロボット工学コース

航空宇宙工学コース

医療福祉工学コース

無回答

＜本科＞

2021年
（N=1,147）

2016年
（N=1,150）

35.9%

64.1%

58.2%

40.0%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

１年

２年

無回答

＜専攻科＞

2021年（N=39）
2016年（N=55）

56.4%

33.3%

7.7%

2.6%

41.8%

41.8%

10.9%

3.6%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機械工学コース

電気電子工学コース

情報工学コース

航空宇宙工学コース

無回答

＜専攻科＞

2021年（N=39）

2016年（N=55）
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保護者調査の属性は、下記の通り。 

図表 1-3 年代（保護者：N=733）                 図表 1-5 子どものコース（保護者：N=733） 

 

図表 1-4 子どもの学年（保護者：N=733） 

 

1.2%

1.2%

53.6%

42.7%

1.2%

1.9%

56.0%

37.2%

1.7%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

30代

40代

50代

60代

無回答

＜保護者＞

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

25.8%

23.2%

22.2%

16.0%

11.3%

0.8%

0.7%

19.3%

19.9%

19.4%

17.6%

15.2%

2.0%

1.6%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本科 １年

本科 ２年

本科 ３年

本科 ４年

本科 ５年

専攻科 １年

専攻科 ２年

無回答

＜保護者＞

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

13.4%

7.9%

11.6%

11.2%

15.3%

9.9%

12.7%

15.3%

1.3%

0.7%

0.2%

0.4%

0.2%

10.7%

9.3%

13.6%

10.6%

10.9%

11.2%

11.9%

13.1%

2.0%

2.3%

0.3%

0.6%

0.1%

3.3%

0% 10% 20% 30%

本科 機械システム工学コース

本科 生産システム工学コース

本科 電気電子工学コース

本科 電子情報工学コース

本科 情報通信工学コース

本科 ロボット工学コース

本科 航空宇宙工学コース

本科 医療福祉工学コース

専攻科 機械工学コース

専攻科 電気電子工学コース

専攻科 情報工学コース

専攻科 航空宇宙工学コース

わからない

無回答

＜保護者＞

2021年
（N=544）

2016年
（N=792）
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第2部 アンケート調査結果 
2－1  学校全般について 

2－1－1 本校への入学を選んだ理由 

 入学選定理由を見ると、本科では「就職実績が高い」「自分の志望する分野がある」「施設・設備が充実している」が続き、前回調査と同様

の結果となった。 

 専攻科では「学費が安い」「自分の志望する分野がある」「慣れていてなにかと安心だから」の割合が高い。 

図表 2-1 本校への入学を選んだ理由（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 

 

  

44.4%

17.2%

52.2%

16.8%
2.8% 1.8%

34.7%

18.3% 11.6%
23.3% 23.4%

3.7% 7.9% 9.3% 13.9%

31.0%

4.3% 2.2%

46.2%

13.9%

51.4%

15.9%

3.0%
1.4%

30.7%

13.4% 12.1%
22.9% 19.7%

5.5% 7.5% 7.8%
12.2%

29.9%

4.2% 1.3%

0%

20%

40%

60%

自分の志望
する分野が
ある

教育内容
が充実
している

就職実績
が高い

進学実績
が高い

教員が
良い

教員と
学生の

距離が近い

施設・設備
が充実
している

校内の
環境が
良い

交通の
便が良い

自宅から
近い

学費が
安い

学生への
支援制度や
施策が

充実している

資格・検定
の取得実績
の高さ

社会的
評価が
高い

雰囲気
がよい

親・教師
・先輩など
の薦め

その他 無回答

＜本科＞
2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）

46.2%

10.3% 10.3%
25.6% 23.1% 25.6%

17.9%
7.7%

20.5% 28.2%

59.0%

2.6%
17.9% 12.8%

38.5%

2.6%

50.9%

18.2% 10.9%
20.0% 32.7% 36.4%

16.4%
14.5% 16.4%

29.1%

74.5%

9.1%
1.8%

14.5%

3.6% 9.1% 3.6%

0%

20%

40%

60%

80%

自分の志望
する分野が
ある

教育内容
が充実
している

就職実績
が高い

進学実績
が高い

教員が
良い

教員と
学生の

距離が近い

施設・設備
が充実
している

校内の
環境が
良い

交通の
便が良い

自宅から
近い

学費が
安い

学生への
支援制度や
施策が

充実している

資格・検定
の取得実績
の高さ

社会的
評価が
高い

雰囲気
がよい

親・教師
・先輩など
の薦め

慣れていて
なにかと
安心だから

その他 無回答

＜専攻科＞
2021年（N=39） 2016年（N=55）
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2－1－2  学校の満足度 

 学校の満足度は、前回調査と比較し、本科では「教員」以外の項目で、専攻科は全ての項目で、満足（満足＋やや満足）した割合が増加。 

図表 2-2 満足度（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

   

24.7%

23.2%

30.3%

19.9%

23.2%

17.6%

18.8%

16.9%

31.4%

21.5%

47.9%

38.6%

46.2%

43.4%

46.1%

45.8%

36.6%

39.1%

35.8%

33.6%

19.2%

31.2%

16.9%

25.3%

22.4%

26.9%

27.7%

29.7%

26.4%

35.0%

5.9%

4.8%

4.5%

7.4%

5.7%

7.2%

9.9%

9.5%

3.8%

5.7%

2.0%

1.8%

1.8%

3.8%

2.2%

2.2%

6.3%

4.7%

2.1%

3.9%

0.3%

0.4%

0.3%

0.1%

0.5%

0.3%

0.7%

0.2%

0.4%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

総
合
的
な
満
足
度

A 
カリ
キ
ュラ
ム

B 
授
業

C 
教
員

D
 職
員

（
事
務
室
な
ど）
＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

30.8%

18.2%

33.3%

16.4%

35.9%

29.1%

35.9%

30.9%

28.2%

14.5%

59.0%

49.1%

41.0%

50.9%

53.8%

43.6%

51.3%

47.3%

38.5%

36.4%

7.7%

27.3%

20.5%

23.6%

7.7%

20.0%

12.8%

16.4%

25.6%

38.2%

2.6%

3.6%

5.1%

3.6%

3.6%

1.8%

5.1%5.5%
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3.6%

1.8%

1.8%

1.8%
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1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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2016年
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2016年
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B 
授
業

C 
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D
 職
員

（
事
務
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な
ど）

＜専攻科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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2－1－3  高専に該当する特徴 

 いずれの調査も「高等学校と比べて早期専門教育を行っている」「実験・実習・実技を重視した実践的技術教育を行っている」の順に高い。 

 「あてはまる（あてはまる＋ややあてはまる）」が 10 ポイント以上増加した項目は、本科が「数学、英語、国語等の一般科目と専門科目

をバランスよく学習できる」、専攻科がこれと「卒業後、高専専攻科へ進学、又は大学 3年次へ編入学できるので、将来の選択の幅が増え

る」「社会的評価が高い」、保護者も「社会的評価が高い」であった。 

図表 2-3 高専に該当する特徴（本科：N=1,479） 
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15.0%

19.1%

22.2%

25.9%
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0.2%

0.3%

0.1%

0.4%

0.3%

0.3%

0.1%

0.2%

0.1%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

H
 教
育
ス
タッ
フに
よ
る

き
め
細
か
な
教
育
指
導

が
行
わ
れ
て
い
る

I 
卒
業
生
に
対
す
る
求

人
倍
率
、就

職
希
望
者

の
就
職
率
が
高
い

J 
卒
業
後
、高

専
専
攻

科
へ
進
学
、又

は
大
学

3年
次
へ
編
入
学
で
き

る
の
で
、将

来
の
選
択
の

幅
が
増
え
る

K 
学
生
へ
の
支
援
制
度

や
施
策
が
多
い

L 
資
格
・検
定
の
取
得

率
が
高
い

M
 社
会
的
評
価
が
高

い

あてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表 2-4 高専に該当する特徴（専攻科（左）：N=39 保護者（右）：N=733） 

  

71.8%

61.8%

12.8%
5.5%

53.8%

41.8%

23.1%

16.4%

35.9%

38.2%

23.1%

20.0%

35.9%

45.5%

15.4%

25.5%

46.2%

49.1%

46.2%

36.4%

17.9%

12.7%

20.5%

10.9%

15.4%

7.3%

23.1%

10.9%

17.9%

21.8%

23.1%

29.1%

33.3%

23.6%

35.9%

47.3%

41.0%

41.8%

46.2%

41.8%

61.5%

47.3%

35.9%

23.6%

56.4%

45.5%

38.5%

27.3%

35.9%

29.1%

35.9%

38.2%

25.6%

25.5%

38.5%

20.0%

25.6%

40.0%

53.8%

40.0%

2.6%

5.5%

28.2%

21.8%

10.3%

5.5%

33.3%

30.9%

15.4%

12.7%

12.8%

25.5%

15.4%

18.2%

23.1%

21.8%

15.4%

16.4%

10.3%

29.1%

38.5%

36.4%

46.2%

38.2%

38.5%

45.5%

41.0%

30.9%

20.5%

21.8%

2.6%

23.1%

30.9%

1.8%

2.6%

7.3%

2.6%
1.8%

1.8%

7.7%

9.1%

5.1%
1.8%

3.6%

5.1%
1.8%

5.1%

5.5%
2.6%

16.4%

7.7%

21.8%

7.7%

7.3%
2.6%

10.9%

1.8%

2.6%

16.4%

1.8%

1.8%

3.6%

2.6%
3.6%

2.6%

1.8%

3.6%

1.8%

2.6%
1.8%

3.6%

5.1%

7.3%

3.6%

2.6%

7.3%

5.1%
3.6%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

2.6%

1.8%

1.8%

1.8%

1.8%

2.6%

3.6%

1.8%

1.8%

3.6%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

A 
高
等
学
校

と比
べ
て
早
期

専
門
教
育
を

行
って
い
る

B 
数
学
、英

語
、国

語
等
の

一
般
科
目
と

専
門
科
目
を

バ
ラン
ス
よ
く学

習
で
き
る

C 
実
験
・実

習
・実
技
を
重

視
した
実
践
的

技
術
教
育
を

行
って
い
る

D
 大
学
とほ
ぼ

同
程
度
の
専

門
的
な
知
識
、

技
術
が
身
に
つ

け
られ
る

E 
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

して
の
基
礎
能

力
が
身
に
付
く

F 
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

して
の
問
題
解

決
力
・応
用
能

力
が
身
に
付
く

G 
少
人
数
クラ

ス
編
成
な
の
で

密
度
が
濃
い

授
業
が
受
け
ら

れ
る

H
 教
育
ス
タッ

フに
よ
る
き
め
細

か
な
教
育
指

導
が
行
わ
れ
て

い
る

I 
卒
業
生
に
対

す
る
求
人
倍

率
、就

職
希

望
者
の
就
職

率
が
高
い

J 
卒
業
後
、高

専
専
攻
科
へ

進
学
、又

は
大

学
3年

次
へ
編

入
学
で
き
る
の

で
、将

来
の
選

択
の
幅
が
増
え

る

K 
学
生
へ
の

支
援
制
度
や

施
策
が
多
い

L 
資
格
・検
定

の
取
得
率
が

高
い

M
 社
会
的
評

価
が
高
い

N
 専
攻
科
修

了
生
に
対
す
る

求
人
倍
率
、

就
職
希
望
者

の
就
職
率
が

高
い

O
 専
攻
科
修

了
後
、大

学
院
へ
の
進
学
に

有
利
で
、将

来
の
選
択
の
幅
が

増
え
る

＜専攻科＞ あてはまる やや あてはまる どちらとも いえない あまり あてはまらない あてはまらない 無回答
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32.9%

30.7%

26.2%

22.5%

21.1%

21.0%
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42.6%

37.2%

1.4%
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2016年（N=1,044）
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2016年（N=1,044）
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2016年（N=1,044）

2021年（N=733）
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門
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数
学
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語
、

国
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等
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一
般
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目
と専

門
科

目
を
バ
ラン
ス
よ
く

学
習
で
き
る

C 
実
験
・実
習
・

実
技
を
重
視
した

実
践
的
技
術
教

育
を
行
って
い
る

D
 大
学
とほ
ぼ

同
程
度
の
専
門

的
な
知
識
、技

術
が
身
に
つ
け
ら

れ
る

E 
エ
ン
ジ
ニ
ア
とし

て
の
基
礎
能
力

が
身
に
付
く

F 
エ
ン
ジ
ニ
ア
とし

て
の
問
題
解
決

力
・応
用
能
力
が

身
に
付
く
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少
人
数
クラ
ス

編
成
な
の
で
密

度
が
濃
い
授
業

が
受
け
られ
る

H
 教
育
ス
タッ
フ

に
よ
る
き
め
細
か

な
教
育
指
導
が

行
わ
れ
て
い
る

I 
卒
業
生
に
対

す
る
求
人
倍
率
、

就
職
希
望
者
の

就
職
率
が
高
い

J 
卒
業
後
、高

専
専
攻
科
へ
進

学
、又

は
大
学

3
年
次
へ
編
入
学

で
き
る
の
で
、将

来
の
選
択
の
幅

が
増
え
る

K 
学
生
へ
の
支

援
制
度
や
施
策

が
多
い
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資
格
・検
定
の

取
得
率
が
高
い

M
 社
会
的
評
価

が
高
い

＜保護者＞ あてはまる やや あてはまる どちらとも いえない あまり あてはまらない あてはまらない 無回答
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2－2  各科目について 

2－2－1  各科目の満足度 

 専門科目の選択科目の満足度について、前回調査と比較して、本科、専攻科共に「満足」「やや満足」の割合が増加している。 

図表 2-5 各科目の満足度（左：本科（専門科目「座学」「選択科目」は 4､5 年生対象）、右：専攻科） 

 

30.8%

23.0%

18.3%

14.2%

23.4%

16.6%

19.5%

14.4%

21.6%

16.1%

17.8%

13.6%

29.2%

42.9%

41.8%

39.0%

30.1%

39.0%

32.6%

30.4%

27.5%

35.2%

30.3%

33.2%

25.4%

33.9%

17.2%

27.0%

30.1%

39.1%

26.8%

39.5%

37.5%

45.8%

30.3%

40.4%

37.1%

50.9%

25.1%

6.8%

5.9%

8.8%

11.0%

7.5%

7.2%

5.0%
4.1%

7.0%

7.3%

8.1%

5.4%

5.7%

1.8%

1.7%

3.2%

4.9%

2.7%

3.5%

1.5%

2.4%

2.4%

2.2%

3.3%

3.0%

2.0%

0.5%

0.7%

0.6%

0.8%

0.5%

0.7%

6.2%

5.7%

3.4%

3.6%

0.4%

1.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=482）

2016年
（N=536）

2021年
（N=1,479）

2016年
（設問なし）

一
般
科
目

（
必
修
・理
数
科

目
）

一
般
科
目

（
必
修
・語
学
科

目
）

一
般
科
目

（
必
修
・教
養
科

目
）

（
国
語
・社
会

・体
育
な
ど）

一
般
科
目

（
選
択
科
目
）

専
門
科
目

（
座
学
）

専
門
科
目

（
選
択
科
目
）

実
験
・実
習
科
目

（
製
図
も
含
む
）

＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

10.3%

9.1%

33.3%

20.0%

33.3%

20.0%

46.2%

25.5%

43.6%

40.0%

69.2%

29.1%

51.3%

40.0%

43.6%

29.1%

41.0%

41.8%

25.6%

23.6%

17.9%

50.9%

12.8%

32.7%

17.9%

29.1%

12.8%

29.1%

23.1%

25.5%

2.6%

7.3%

2.6%3.6%

5.1%

7.3%

1.8%

5.1%

7.3%

3.6%

3.6%

14.5%

1.8%

2.6%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

2021年（N=39）

2016年（N=55）

一
般
科
目

専
門
科
目

（
選
択
科
目
）

専
門
科
目

（
必
修
・ゼ
ミナ
ー
ル

（
エ
ン
ジ
ニ
ア
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グ
デ
ザ
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を
含
む
）
）

専
門
科
目

（
必
修
・特
別
研
究
）

専
門
科
目

（
必
修
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ン
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ン

シ
ップ
）

＜専攻科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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2－2－2  授業の理解度（達成度） 

 本科では、専門科目の座学に「理解している（80～100％）」「だいたい理解している（60～80％）」と回答した割合がやや低く 6 割弱で、

全体的に前回調査より低下している。これは新型コロナウイルス感染症による遠隔授業の影響が大きいと考えられる。 

 専攻科は、「理解している（80～100％）」の割合は前回調査より減少しているものの、「だいたい理解している（60～80％）」を含めた理解

度は全体的に前回調査と同等あるいは上回っている。 

図表 2-6 授業の理解度（達成度）（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

 

※本設問は対面・遠隔を分けず全般としての理解度としている。また前回調査では、理解度の後ろのカッコ（80～100％、など）は記載していない。  

19.4%

36.2%

18.4%

28.4%

20.9%

37.8%

13.4%

28.7%

16.7%

37.6%

49.2%

43.1%

49.8%

44.7%

52.7%

40.8%

46.7%

45.1%

50.3%

40.6%

23.1%

12.2%

24.3%

15.9%

21.6%

14.3%

28.3%

13.9%

24.6%

12.0%

5.9%
5.0%

5.6%

6.7%

3.2%

3.3%

7.7%

6.0%

5.5%

4.8%

2.0%

2.1%

1.6%

2.6%

1.3%

2.2%

2.5%

3.2%

2.0%

3.0%

0.4%

1.4%

0.4%

1.8%

0.4%

1.6%

1.4%

3.1%

0.9%

2.0%
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2016年
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の
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科
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科
目
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科
目
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養
科
目
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門
科
目
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座
学

E 
専
門
科
目
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実
験
・実
習

＜本科＞ 理解している(80～100%) だいたい理解している(60～80%)
どちらともいえない(50～60%) あまり理解していない(30～50%)
理解していない(30%以下) 無回答
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20.5%

43.6%
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12.8%
7.3%
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9.1%

2.6%

5.5%
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（N=55）

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）
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一
般
科
目

B 
選
択
科
目

C 
ゼ
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ー
ル
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ン
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ア
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グ
デ

ザ
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含
む
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D

 特
別
研
究

E 
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ター
ン
シ
ップ

＜専攻科＞ 理解している(80～100%) だいたい理解している(60～80%)
どちらともいえない(50～60%) あまり理解していない(30～50%)
理解していない(30%以下) 無回答
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2－2－3  遠隔授業の理解度（達成度） 

 遠隔授業の理解度は、本科では、一般科目は、「理解している（80～100％）」「だいたい理解している（60～80％）」と回答した割合が 50％

を超えているが、専門科目は座学及び実験・実習科目のいずれにおいても 50％未満に留まっている。 

 専攻科では、全体の 3/4 以上が「理解している」「だいたい理解している」と回答している。 

図表 2-7 遠隔授業の理解度（達成度）（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

 

14.0%

13.5%

13.9%

9.9%

10.8%

36.4%

37.9%

39.1%

31.6%

31.6%

30.2%

31.3%

31.4%

33.9%

37.1%

12.8%

11.6%

10.2%

14.7%
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5.3%

4.3%

4.1%

6.3%

6.0%
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1.3%

1.3%

3.7%

3.8%
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（N=1,479）
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（N=1,479）
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（N=1,479）
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（N=1,479）
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般
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目
の

理
数
科
目
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隔
授
業
）
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般
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の
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学
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目
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隔
授
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）
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養
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目

の
座
学

（
遠
隔
授
業
）

E 
専
門
科
目
の

実
験
・実
習
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）

＜本科＞ 理解している(80～100%) だいたい理解している(60～80%)
どちらともいえない(50～60%) あまり理解していない(30～50%)
理解していない(30%以下) 無回答
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＜専攻科＞ 理解している(80～100%) だいたい理解している(60～80%)

どちらともいえない(50～60%) あまり理解していない(30～50%)

理解していない(30%以下) 無回答
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2－2－4  授業内容が理解できない場合の対応 

 授業内容が理解できない場合の対応について、全科目で共通して高い割合となった対応方法は「インターネットで調べる」である。前回

調査で全項目において最も割合が高かった「友人・知人に聞く」を、多くの科目で上回っている。 

 「授業中に教員に質問する」「授業が終わってから教員に質問する」と回答した割合は、前回調査と比較してどの授業においても減少して

いる。 

図表 2-8 授業内容が理解できない場合の対応（A 一般科目の理数科目、B 一般科目の語学科目）（本科：N=1,479） 

        

13.0%

22.7%

42.5%

55.4%

6.6%

56.7%

2.6%

4.9%

2.0%

22.5%

31.5%

42.6%

43.4%

6.6%

57.7%

0.7%

4.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中に教員に質問する

授業が終わってから教員に質問する

教科書や参考書、専門書などの書物
で調べる

インターネットで調べる

予備校や塾の先生に質問する

友人・知人に聞く

その他

特に質問したり、調べたりしない

無回答

＜本科＞ A 一般科目の理数科目

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

10.1%

17.6%

37.1%

50.0%

4.8%

49.2%

1.9%

8.6%

2.6%

18.4%

22.9%

36.9%

39.3%

4.9%

49.5%

0.5%

8.6%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中に教員に質問する

授業が終わってから教員に質問する

教科書や参考書、専門書などの書
物で調べる

インターネットで調べる

予備校や塾の先生に質問する

友人・知人に聞く

その他

特に質問したり、調べたりしない

無回答

＜本科＞ B 一般科目の語学科目

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）
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図表 2-9 授業内容が理解できない場合の対応（C 一般科目の教養科目（左）、D 専門科目の座学（右））（本科：N=1,479） 

   

  

9.8%

16.2%

34.8%

49.3%

3.7%

47.7%

1.5%

10.8%

2.8%

19.1%

21.1%

32.8%

35.6%

3.9%

47.4%

0.5%

12.5%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中に教員に質問する

授業が終わってから教員に質問する

教科書や参考書、専門書などの書物
で調べる

インターネットで調べる

予備校や塾の先生に質問する

友人・知人に聞く

その他

特に質問したり、調べたりしない

無回答

＜本科＞ C 一般科目の教養科目

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

13.9%

24.7%

40.4%

54.8%

3.0%

53.8%

2.6%

5.6%

3.4%

23.1%

31.5%

41.3%

45.7%

2.7%

54.6%

0.9%

5.2%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中に教員に質問する

授業が終わってから教員に質問する

教科書や参考書、専門書などの書
物で調べる

インターネットで調べる

予備校や塾の先生に質問する

友人・知人に聞く

その他

特に質問したり、調べたりしない

無回答

＜本科＞ D 専門科目の座学

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）
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図表 2-10 授業内容が理解できない場合の対応（E 専門科目の実験・実習）（本科：N=1,479） 

 

  

22.9%

23.7%

39.4%

54.1%

2.2%

54.0%

2.7%

5.1%

3.0%

32.9%

29.7%

40.3%

47.6%

2.4%

55.1%

0.8%

4.8%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業中に教員に質問する

授業が終わってから教員に質問する

教科書や参考書、専門書などの書
物で調べる

インターネットで調べる

予備校や塾の先生に質問する

友人・知人に聞く

その他

特に質問したり、調べたりしない

無回答

＜本科＞ E 専門科目の実験・実習

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）
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2－3  学生支援の取組 

2－3－1  シラバス・履修の手引きの利用状況 

 本科のシラバスを「利用している」「たまに利用している」と回答した割合は、前回調査よりも高く、9.4ポイント増。 

 本科のシラバスの満足度は、全項目で「満足」と回答した割合が、前回調査を 5％以上上回っている。 

 専攻科の履修の手引きの利用率（よく利用している＋たまに利用している）は 79.5％で、前回調査より 19.5ポイント増加している。 

     図表 2-11 シラバスの利用状況（本科：N=1,479）           図表 2-12 シラバスの満足度（本科：N=1,479） 

図表 2-13 履修の手引きの利用状況（専攻科：N=39） 

 

  

12.8%

10.9%

66.7%

49.1%

17.9%

29.1%

2.6%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

＜専攻科＞ よく利用している たまに利用している あまり利用していない
まったく利用していない 無回答

26.2%

17.6%

22.9%

16.1%

22.2%

16.5%

15.8%

10.7%

17.7%

12.3%

35.6%

31.3%

34.6%

28.5%

33.2%

28.5%

28.1%

21.8%

36.2%

22.1%

33.2%

43.2%

34.9%

44.8%

35.2%

45.1%

44.3%

50.3%

39.1%

58.5%

3.1%

5.3%

5.1%

7.5%

6.2%

6.1%

7.7%

10.6%
4.5%

4.3%

0.9%

1.9%

1.6%

2.4%

2.1%

3.2%

3.0%

5.9%

1.4%

2.0%

0.9%

0.6%

0.9%

0.6%

1.0%

0.6%

1.0%

0.7%

1.1%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）
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情
報
の
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情
報
内
容
の

わ
か
りや
す
さ

C 
情
報
内
容
の

見
や
す
さ

D
 活
用
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す
さ
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総
合
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な
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ラ
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の
満
足
度

＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

4.9%

3.0%

34.6%

27.1%

36.8%

42.1%

21.4%

26.8%

2.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

＜本科＞ よく利用している たまに利用している あまり利用していない
まったく利用していない 無回答
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2－3－2  学生生活ハンドブックの利用状況 

 学生生活ハンドブックを利用している（よく利用＋たまに利用）割合は、前回調査と大きな変化はなく、約 3 割となっている。 

 満足度については、前回調査時よりも満足度が向上している。中でも「情報の詳しさ」は「満足」が 34.0％と割合が高い。 

図表 2-14 学生生活ハンドブックの利用状況（左）、満足度（右）（本科：N=1,479） 

 

34.0%

23.4%

21.9%
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19.6%
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49.5%

44.9%
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0.8%

0.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）
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＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

2.6%

3.9%

30.2%

30.1%

35.8%

37.6%

27.5%

27.8%

3.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

＜本科＞ よく利用している たまに利用している あまり利用していない
まったく利用していない 無回答
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2－3－3  卒業後の進路 

 卒業後の進路について、本科は前回調査と大きな違いはない。専攻科は「進学」が 10 ポイント程度増加している。 

 本科の卒業後の進路は、「製造業」が最も割合が高く、次いで「情報通信業」の割合が高い。 

 専攻科は就職と回答した母数は少ないものの、「製造業」が最も高い割合である。 

図表 2-15 卒業後の進路（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 

   

 

 

  

35.6%

36.6%

37.0%

38.4%

24.5%

22.8%

2.8%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

＜本科＞ 就職 進学 決まっていない 無回答

28.2%

30.9%

69.2%

60.0%

2.6%
5.5%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

＜専攻科＞ 就職 進学 決まっていない 無回答
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図表 2-16 卒業後の進路（就職先）（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=11） 

 

  

3.6%
1.5% 1.9%

8.3%

37.4%

20.9%

32.4%

11.4%

2.3% 2.3% 2.7%
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＜本科＞

2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）
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9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1% 9.1%
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サービス業 公務 その他 無回答

＜専攻科＞
2021年（N=11） 2016年（N=17）
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2－3－4  就職・進学支援の満足度 

 就職・進学支援の満足度について、本科は「満足」「やや満足」で約 55％となり、前回調査よりも 8 ポイント上昇。 

 本科の就職希望者では、「満足」「やや満足」で 6 割を超えている。 

 

図表 2-17 就職・進学支援の満足度（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

 

 

図表 2-18 進路別 就職・進学支援の満足度（本科） 

  

24.7%

21.0%

30.2%

26.0%

30.6%

40.7%

3.5%

1.5% 1.8%

0.9%

9.1%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

17.9%

20.0%

30.8%

30.9%

35.9%

41.8%

7.7%
1.8%

7.7%

1.8%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

＜専攻科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

24.7%

31.1%

18.3%

30.2%

31.7%

29.6%

30.6%

23.5%

33.8%

3.5%

2.5%

5.5%

1.8%

1.7%

2.7%

9.1%

9.5%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1479)

就職希望者（n=527)

進学希望者（n=547)

＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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2－3－5  学校の制度・支援 

 学校の制度・支援について、「利用したことがある」割合は「校内塾」が 31.2％。大半の項目は 10％未満に留まり前回調査より減少。 

 魅力を感じる他校の学生支援制度・施策は、約 4～5 割が「講義ノート WEB公開」に「非常に魅力を感じる」としている。 

図表 2-19 学校の制度・支援の認知度（本科：N=1,479）    図表 2-20 魅力を感じる他校の学生支援制度・施策（本科：N=1,479）  
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2－4  校内設備 

2－4－1  校内設備・施設の利用状況（品川キャンパス） 

 品川キャンパスで利用されている施設は、「教室」73.1％、「図書館」70.0％、「学生食堂」55.6％である。 

 校内設備・施設の満足度は、前回調査と比較してほぼ同様。最も割合が高いのが「F 図書館」の 80.9％であった。 

図表 2-21 校内設備・施設の利用状況（左）と満足度（右）（品川キャンパス）（本科：N=554） 
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＜本科＞ 品川キャンパス 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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2－4－2  校内設備・施設の利用状況（荒川キャンパス） 

 荒川キャンパスで利用されている施設は、「A 教室」75.4％、「J学生食堂」63.7％、「F 図書館」57.9％が上位 3 施設。 

 満足度は、前回調査と比較して「B実験設備」「H 体育館」「I 運動場」が 10ポイント以上アップしており、7 割以上が満足と回答。 

図表 2-22 校内設備・施設の利用状況（左）と満足度（右）（荒川キャンパス）（本科：N=589） 
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＜本科＞ 荒川キャンパス 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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2－4－3  学生食堂 

 本科は、「清潔さ」において満足の割合が前回調査より増加した。 

図表 2-23 学生食堂満足度（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 
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＜専攻科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 わからない 無回答
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2－5  学生生活 

2－5－1  学生生活で大事にしていること 

 学生生活で大事にしていることについて、本科では「勉学（成績）」が 7 割と最も高く、次いで「遊び・趣味」「友人との対人関係」であ

る。専攻科では、「勉学（成績）」友人との対人関係」「遊び・趣味」の順となっている。 

図表 2-24 学生生活で大事にしていること（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 
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勉学（成績） クラブ活動 同好会活動 委員会活動 ボランティア 遊び・趣味 友人との
対人関係

教職員との
対人関係

家族関係 異性・恋愛 自分の体
調や健康

その他 無回答
（2016年

特になし含む）

＜本科＞
2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

勉学（成績） 〈選択肢なし〉 〈選択肢なし〉 〈選択肢なし〉 ボランティア 遊び・趣味 友人との
対人関係

教職員との
対人関係

家族関係 異性・恋愛 自分の体
調や健康

その他 無回答

＜専攻科＞
2021年（N=39） 2016年（N=55）
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2－5－2  各活動の参加状況等 

 ボランティア活動の参加状況は本科・専攻科共に大きな変化はない。 

 『産技祭』『高専祭』に「参加したことがある」と回答した割合は 45.9％で、前回調査の 60.7％から約 15 ポイント減少している。今回新

たに選択肢に加わった「まだ『産技祭』『高専祭』を経験していない」が 24.9％で、全体の 1/4 を占めている(※)。 

 担任の必要性について、「必要だと思う」の専攻科の割合は、前回調査と比べ 10 ポイント以上高くなって 53.8％となっている。 

図表 2-25 ボランティア活動の参加状況（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

 

図表 2-26 「産技祭」「高専祭」の参加状況（本科：N=1,479）     図表 2-27 「担任」の必要性（専攻科：N=39） 

    

※『2020 年は新型コロナウイルス感染症拡大予防のため「産技祭」「高専祭」は開催せず、 

また調査期間が 2021 年の開催前だったため、基本的に本科 1～2 年は「まだ「産技祭」「高専祭」を経験していない」にあたる。  
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参加したことはない 無回答
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3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=39）

2016年（N=55）
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あまり必要だと思わない まったく必要だと思わない 無回答
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2－5－3  課外活動の満足度 

 課外活動に「満足」と回答した割合は、前回調査と比較して全ての活動において低下している。 

 課外活動に「参加していない」と回答した割合が、全てのクラブ活動で 3 割以上となっており、前回調査を大きく上回った。コロナ禍で

の活動自粛などの影響が大きいと考えられる。 

図表 2-28 課外活動の満足度（本科：N=1,094） 
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2－6  学習の状況 

2－6－1 学校以外での勉強日数 

 学校以外での勉強日数として、本科は「授業以外で勉強しない」が 33.9％で最も割合が高い。専攻科は、「2日～3 日未満」が 33.3％。 

 

図表 2-29 学校以外での勉強日数（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 
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＜本科＞ 2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）
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＜専攻科＞
2021年（N=39） 2016年（N=55）
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2－6－2  学校以外での勉強時間 

 学校以外での勉強時間（平日）は「1 時間～2 時間」が半数に近く、専攻科は「1 時間～2 時間」「2 時間～3 時間」がどちらも全体の 1/4 程

度となっている。 

 学校以外での勉強時間（休日）は、「1 時間～2 時間未満」「2時間～3 時間未満」が 25％程度であり、次いで「4時間以上」が 17％となっ

ている。 

図表 2-30 学校以外での勉強時間（平日）（本科：N=977） 

 

図表 2-31 学校以外での勉強時間（休日）（本科：N=977） 
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2021年（N=977） 2016年（N=954）
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2－6－3  勉強で不明点があった場合等の情報源 

 勉強不明点の質問者は、本科では「友人・知人」が 95.8％と最も高く、次いで「教員」「先輩」となっている。 

 レポート作成時の情報源は、「インターネット」「教科書」が共に 7 割を超えて活用されており、前回調査の結果とほぼ同様であった。一

方で、「参考書」「専門書」を情報源とする割合は、前回調査から 10 ポイント以上減少している。 

図表 2-32 勉強不明点の質問者（本科：N=1,165） 

 

図表 2-33 レポート作成時の情報源（本科：N=1,479） 
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＜本科＞
2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）
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2－6－4  １年間の読書数 

 1年間の読書数は本科・専攻科共に「10 冊未満」が最も高い。全体的な傾向として読書量は減っている。 

 本科では、前回調査から比べて「本（漫画・雑誌以外）は読まない」が約 10ポイント増加し、「10 冊～20 冊未満」を抜いて 2番目となっ

ている。 

図表 2-34 １年間の読書数（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 
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2－6－5  資格取得状況（取得済） 

 本科は「実用英語検定」「日本漢字能力検定」「実用数学技能検定」の順となっているが、前回調査よりも取得率は低下している。 

 専攻科も取得率の高い検定は本科と同じだが、特に「実用英語検定」は前回調査の半分未満となっている。 

 

図表 2-35 資格取得状況（取得済、上位 10）（本科：N=1,479） 

 

 

 

図表 2-36 資格取得状況（取得済、上位 10）（専攻科：N=39） 
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2－6－6  ＴＯＥＩＣ受験状況 

 ＴＯＥＩＣ受験時のスコアは、本科では「300～400 点未満」が最も高く、次いで「400～500点未満」、「200～300点未満」となった。 

 専攻科では、「500～600 点未満」「700～800 点未満」の割合が前回より高く、「300～400 点未満」の割合が減っている。 

 

図表 2-37 ＴＯＥＩＣ受験時のスコア（本科（上）：N=526 専攻科（下）：N=36） 

 

 
  

0.2% 2.7%

16.9%

37.3%

18.3%

8.0%
4.0% 0.8% 0.8% 0.6%

10.6%

0.3% 1.7%
11.0%

32.0%
23.7%

7.3%
3.3% 2.0% 1.0% 1.3%

16.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

１００点未満 １００～２００点
未満

２００～３００点
未満

３００～４００点
未満

４００～５００点
未満

５００～６００点
未満

６００～７００点
未満

７００～８００点
未満

８００～９００点
未満

９００点以上 無回答

＜本科＞

2021年（N=526） 2016年（N=300）

5.6%
13.9%

27.8%
30.6%

5.6%

13.9%

2.8%2.0% 2.0%

39.2%
29.4%

17.6%
7.8%

2.0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

１００点未満 １００～２００点
未満

２００～３００点
未満

３００～４００点
未満

４００～５００点
未満

５００～６００点
未満

６００～７００点
未満

７００～８００点
未満

８００～９００点
未満

９００点以上 無回答

＜専攻科＞
2021年（N=36） 2016年（N=51）
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2－6－7  インターンシップ 

 本科では、インターンシップに「参加したことがある」と回答した割合は 42.7％で、コロナ禍等の影響もあり、前回調査の 2/3 程度にな

っている。 

 専攻科では、インターンシップは「必修でよい」が 51.3％と前回調査を 7.7 ポイント増加。 

 

図表 2-38 インターンシップの参加状況（4､5 年生）（本科：N=482） 

  

図表 2-39 インターンシップの必修の是非（専攻科：N=39） 

 
  

42.7%

74.4%

54.4%

24.1%

2.9%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=482）

2016年（N=536）

＜本科＞ 参加したことがある 参加したことはない 無回答

51.3%

43.6%

38.5%

41.8%

7.7%

14.5%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=39）

2016年（N=55）

＜専攻科＞ 必修でよい 必修でなくてよい どちらでもよい 無回答
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2－7  海外に関する意識 

2－7－1  海外渡航意向 

 海外渡航意向は、本科では前回調査と大きな変化はないが、専攻科は増加している。 

 渡航希望地域について、前回調査同様、本科・専攻科共に「ヨーロッパ」が最も高く、次いで「北アメリカ」「アジア」と続いている。 

図表 2-39 海外渡航意向（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

    

図表 2-40 渡航希望地域（本科（上）：N=886 専攻科（下）：N=29） 

 

  

59.9%

63.6%

39.1%

35.7%

1.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

＜本科＞ はい いいえ 無回答

74.4%

58.2%

25.6%

41.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

＜専攻科＞ はい いいえ 無回答

38.3%
12.6%

72.0% 64.8%

20.2% 22.0%
5.8%

34.8%

11.6%

77.9% 66.6%

21.5% 21.8%
2.3% 0.3%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

アジア アフリカ ヨーロッパ 北アメリカ 南アメリカ オセアニア その他 無回答

＜本科＞ 2021年（N=886） 2016年（N=941）

48.3%

13.8%

75.9% 69.0%

31.0% 24.1%
3.4%

46.9%
21.9%

90.6% 68.8%

37.5% 37.5%
6.3%

0%
20%
40%
60%
80%

100%

アジア アフリカ ヨーロッパ 北アメリカ 南アメリカ オセアニア その他 無回答

＜専攻科＞ 2021年（N=29） 2016年（N=32）
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2－7－2  海外就労意向 

 海外就労意向については、本科、専攻科とも前回調査と比べ、「働いてみたい」「どちらかといえば働いてみたい」の割合が増加しており、

特に専攻科の伸びが大きい。 

 留学興味度についても、同様に前回調査と比較すると「興味がある」「どちらかといえば興味がある」の割合が増加している。 

 これらにより、コロナ禍 2年目の調査であっても、全般的に海外志向が高まっていることが分かる。 

図表 2-41 海外就労意向（本科（左）：N=886 専攻科（右）：N=29） 

 

図表 2-42 留学興味度（本科（左）：N=886 専攻科（右）：N=29） 

   

26.2%

18.0%

27.9%

21.4%

21.0%

22.7%

24.8%

35.9%

0.1%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=886）

2016年
（N=1,480）

働いてみたい どちらかといえば働いてみたい
どちらかといえば働いてみたいとは思わない 働いてみたいとは思わない
無回答

27.6%

20.0%

41.4%

16.4%

24.1%

25.5%

6.9%

36.4%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=29）

2016年
（N=55）

＜専攻科＞ 働いてみたい どちらかといえば働いてみたい
どちらかといえば働いてみたいとは思わない 働いてみたいとは思わない
無回答

34.8%

18.0%

29.7%

21.4%

16.1%

22.7%

19.0%

35.9%

0.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=886）

2016年
（N=1,480）

興味がある どちらかといえば興味がある
どちらかといえば興味はない 興味はない
無回答

34.5%

27.3%

37.9%

20.0%

13.8%

21.8%

13.8%

29.1%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=29）

2016年
（N=55）

＜専攻科＞ 興味がある どちらかといえば興味がある
どちらかといえば興味はない 興味はない
無回答
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2－8  生活状況 

2－8－1  アルバイト従事状況 

 本科はすべての項目で前回調査と回答割合に大差がないのに対し、専攻科はアルバイトを「している」割合はどちらも減少し、「アルバイ

トはしていない」は前回調査から倍増している。 

 平均労働日数で最も多いのは、本科は「5～10日未満」で 28.5％、専攻科は「10 日～15日未満」が 42.1％で前回調査よりも増加した。 

図表 2-44 アルバイト従事状況（本科：N=1,479 専攻科：N=39） 

  

 

図表 2-45 アルバイト平均労働日数（本科（上）：N=638 専攻科（下）：N=19） 

 

  

28.5%

5.8%

56.9%

9.9%

31.6%

8.2%

60.3%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続的にアルバイトをしている

臨時（単発）のアルバイトをしている

アルバイトはしていない

無回答

＜本科＞

2021年（N=1,479）
2016年（N=1,480）

41.0%

12.8%

51.3%

54.5%

18.2%

27.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続的にアルバイトをしている

臨時（単発）のアルバイトをしている

アルバイトはしていない

無回答

＜専攻科＞

2021年（N=39）

2016年（N=55）

26.6% 28.5%
20.5%

5.0% 1.6% 0.6%
17.1%

26.3% 26.5% 29.3%
9.4% 2.6% 0.7% 5.2%

0%
10%
20%
30%
40%
50%

５日未満 ５日～１０日未満 １０日～１５日未満 １５日～２０日未満 ２０日～２５日未満 ２５日以上 無回答

＜本科＞ 2021年（N=638） 2016年（N=577）

26.3% 21.1%

42.1%

5.3% 5.3%

28.2% 38.5%
25.6%

2.6% 2.6% 2.6%
0%

10%
20%
30%
40%
50%

５日未満 ５日～１０日未満 １０日～１５日未満 １５日～２０日未満 ２０日～２５日未満 ２５日以上 無回答

＜専攻科＞ 2021年（N=19） 2016年（N=39）
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2－8－2  スチューデント・アシスタント従事経験 

 専攻科のスチューデント・アシスタントに従事したことがある割合は 53.8％で、前回調査よりも 6.5 ポイント増加している。 

 

図表 2-46 スチューデント・アシスタント従事経験（専攻科：N=39） 

 

※ スチューデント・アシスタント制度は、各キャンパス内で放課後に校内塾を開塾し、本科の上級生や専攻科生が 1､2 年生に基礎科目に対する質問に

答えたり、コンピュータスキルに関する助言を行ったりといった、学生同士による支援制度。 

  

53.8%

47.3%

46.2%

52.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=39）

2016年（N=55）

＜専攻科＞ なったことがある なったことはない 無回答
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2－8－3  生活全般で感じる心身の不調等 

 本科は前回調査と比べ「何に対してもやる気が出ない」「強い不安感に襲われる」「気分が落ち込んで何も興味が持てない」が 5 ポイント

以上増加している。 

 専攻科は本科と同じ項目が概ね高いが、前回調査より最も割合が増加したのは「ついつい食べ物を食べ過ぎる」で 2倍以上となった。 

図表 2-47 生活全般で感じる心身の不調等（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 

 

  

27.3% 24.1%

9.3% 10.3% 11.2%

34.7%

17.2%
10.7%

16.2%

35.0%

6.7%

21.1% 17.6% 8.8%

6.4%

13.0%
28.1%

12.0%
6.7%

12.4%

38.6%

12.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

強い不安感に襲わ
れる

気分が落ち込ん
で、何も興味が持

てない

人と一緒にいても
寂しい気持ちにな

る

体の病気でもない
のに、息切れ・めま
い・動悸がする

イライラして、物を
壊したり人を傷つけ
たい衝動にかられる

何に対してもやる
気が出ない

ついつい食べ物を
食べ過ぎる

食欲がなくなり、
食べ物を口に
したくないと思う

人と話すと、
とても緊張したり
不安を感じる

あてはまる
ものはない

無回答

＜本科＞ 2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）

30.8%
23.1%

7.7%
2.6%

7.7%

43.6%
38.5%

7.7%

17.9% 17.9%
21.8%

30.9%

16.4%
7.3% 10.9%

34.5%

18.2%
9.1% 10.9%

38.2%

9.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

強い不安感に襲
われる

気分が落ち込んで、
何も興味が持てない

人と一緒にいても
寂しい気持ちになる

体の病気でもない
のに、息切れ・

めまい・動悸がする

イライラして、物を
壊したり人を傷つけた
い衝動にかられる

何に対しても
やる気が出ない

ついつい食べ物を
食べ過ぎる

食欲がなくなり、
食べ物を口に
したくないと思う

人と話すと、
とても緊張したり
不安を感じる

あてはまる
ものはない

無回答

＜専攻科＞ 2021年（N=39） 2016年（N=55）
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2－8－4  学生生活における悩み・不安 

 本科は前回調査と同様に「勉学（成績）」の割合が最も高く、次いで「進学」「就職」「将来の生き方」となっており、専攻科は「進学」「勉

学（成績）」「将来の生き方」が上位となった。 

 特に専攻科において、前回調査で高い割合だった「委員会活動」「クラブ活動」「同好会活動」は大幅に減少した。が、これは活動機会が減

少したからであると考えられる。 

図表 2-48 学生生活における悩み・不安（本科（上）=1,479 専攻科（下）39） 

 

 

  

62.4%

34.6% 31.3%

8.9% 2.6% 2.0%

31.0%
20.5%

10.3% 7.3% 11.9% 16.0% 18.5% 23.4% 17.4%
3.1%

59.1%

31.9% 28.5%
10.9%

4.1% 2.7%

30.4% 17.2%
9.7% 8.7% 15.4% 17.0% 16.5% 21.8% 19.2%

5.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

勉学（成績） 進学 就職 クラブ活動 同好会活動 委員会活動 将来の生き方 友人との
対人関係

教員との
対人関係

家族関係 異性・恋愛 金銭関係 自分の体
調や健康

人生の意
義・目標

あてはまる
ものはない

無回答

＜本科＞

2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）

51.3% 56.4%

33.3%

2.6% 2.6%

43.6%

20.5%
12.8%

5.1%
17.9% 20.5% 23.1%

30.8%

12.8%

54.5% 60.0%

18.2%

41.8%
30.9%

61.8%

12.7%

12.7% 14.5%
21.8%

16.4%
14.5% 32.7%

9.1%
1.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

勉学（成績） 進学 就職 クラブ活動 同好会活動 委員会活動 将来の生き方 友人との
対人関係

教員との
対人関係

家族関係 異性・恋愛 金銭関係 自分の体
調や健康

人生の意
義・目標

あてはまる
ものはない

無回答

＜専攻科＞
2021年（N=39） 2016年（N=55）
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2－8－5  悩み・不安の相談相手 

 悩み・不安の相談相手は、本科・専攻科共に「友人」「両親」が高く、本科は次いで「相談しない」の割合が前回同様に高くなっている。 

 本科・専攻科共に、「学校の教員」「学生相談室」「キャリア支援センター」「保健室」の校内を相談先とする割合が低い点は、学校としての

課題である。 

図表 2-49 悩み・不安の相談相手（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 

 

 

 

38.4%

10.3%

45.8%

4.8% 4.3% 5.8%
1.2% 0.3% 1.6% 0.6% 1.0% 2.2%

35.4%

3.5%

37.6%

9.2%

41.7%

8.0% 5.7% 7.2% 1.1% 0.1% 1.6% 0.4% 1.0% 2.5%

36.9%

3.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

両親 兄弟・姉妹 友人 先輩 恋人 学校の教員 学生相談室 キャリア
支援センター

保健室 学校外の
相談所等

病院・医院 その他 相談しない 無回答

＜本科＞
2021年（N=1,479） 2016年（N=1,480）

74.4%

23.1%

66.7%

20.5%
5.1%

33.3%

2.6% 2.6%
15.4%

45.5%

12.7%

47.3%
20.0%

5.5%

25.5%

7.3% 1.8%

36.4%

1.8%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

両親 兄弟・姉妹 友人 先輩 恋人 学校の教員 学生相談室 キャリア
支援センター

保健室 学校外の
相談所等

病院・医院 その他 相談しない 無回答

＜専攻科＞
2021年（N=39） 2016年（N=55）
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2－8－6  学生相談室・キャリア支援センター・保健室等利用の理由 

 本科は、「気軽に相談できる雰囲気があるから」が最も高く、次いで「専門科に相談したほうがよいと思うから」「家族や知り合いよりも

相談しやすいから」となったが、全体的に前回調査よりも割合は減少している。 

 専攻科の回答は「サポート体制が整っているから」「気軽に相談できる雰囲気があるから」の 2 項目で、どちらも前回調査より高い。 

図表 2-43 学校内の施設での悩み・不安相談理由（本科（上）：N=35 専攻科（下）N=1） 

 

 

28.6%
22.9%

34.3%
28.6%

8.6%
14.3% 14.3%

47.2%

13.9%

44.4%

30.6%

8.3% 11.1%

0.0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

専門家に相談したほう
がよいと思うから

サポート体制が
整っているから

気軽に相談できる
雰囲気があるから

家族や知り合いより
も相談やすいから

周りに相談できる
人がいないから

その他 無回答

＜本科＞
2021年（N=35） 2016年（N=36）

100.0% 100.0%

25.0% 25.0%

75.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

専門家に相談したほう
がよいと思うから

サポート体制が
整っているから

気軽に相談できる
雰囲気があるから

家族や知り合いより
も相談やすいから

周りに相談できる
人がいないから

その他 無回答

＜専攻科＞
2021年（N=1） 2016年（N=4）
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2－9  情報端末（スマートフォンやパソコンなど）の利用 

2－9－1  スマートフォン所有状況 

 スマートフォン所有状況は、本科・専攻科共に「スマートフォン（iPhone、Android）を持っている」が 9割以上で最も割合が高い。 

 

図表 2-51 スマートフォン所有状況（本科（上）：N=1,479 専攻科（下）：N=39） 

 

 

 

92.9%

1.6%

1.8%

5.1%

83.0%

13.7%

4.5%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン（iPhone、
Android）を持っている

携帯電話を持っている

1～2のいずれも
持っていない

無回答

＜本科＞

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）

92.3%

5.1%

2.6%

96.4%

12.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン（iPhone、
Android）を持っている

携帯電話を持っている

1～2のいずれも
持っていない

無回答

＜専攻科＞

2021年（N=39）
2016年（N=55）



42 

2－9－2  スマートフォン使用状況 

 スマートフォン使用状況は、本科・専攻科共に「SNS」「インターネット」「アプリケーション」について「よく使う」の割合が高い。「通

話」は約 4 割弱に留まっている。 

図表 2-44 スマートフォン使用状況（本科（左）：N=1,376 専攻科（右）：N=36） 

 

75.4%

38.3%

26.4%

39.4%

33.9%

89.2%

86.7%

84.0%

81.1%

66.9%

65.1%

14.5%

32.8%

39.9%

32.9%

35.7%

8.1%

8.6%

10.9%

12.7%

14.7%

14.1%

5.9%

21.5%

27.5%

22.0%

23.7%
1.9%

2.0%

3.9%

2.9%

10.8%

11.1%

4.1%

7.2%

6.0%

5.3%
6.4%

0.6%

2.4%

1.1%

3.2%

7.4%

9.4%

0.2%

0.2%

0.2%

0.4%

0.4%

0.2%

0.2%

0.1%

0.1%

0.1%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,376）

2016年
（設問なし）

2021年
（N=1,376）

2016年
（N=1,357）

2021年
（N=1,376）

2016年
（N=1,357）

2021年
（N=1,376）

2016年
（N=1,357）

2021年
（N=1,376）

2016年
（N=1,357）

2021年
（N=1,376）

2016年
（N=1,357）

A 
Ｓ
Ｎ
Ｓ

B 
通
話

C 
メー
ル

D
 イ
ン
ター
ネ
ット

機
能

E 
ア
プ
リケ
ー
シ
ョン

F 
ゲ
ー
ム

＜本科＞ よく使う たまに使う あまり使わない まったく使わない 無回答

83.3%

36.1%

30.9%

55.6%

49.1%

94.4%

90.9%

83.3%

80.0%

63.9%

50.9%

13.9%

41.7%

38.2%

36.1%

29.1%

5.6%

7.3%

13.9%

14.5%

22.2%

16.4%

13.9%

29.1%

8.3%

16.4%

2.8%

3.6%

8.3%
10.9%

2.8%

8.3%

1.8%

3.6%

1.8%

1.8%

5.6%
21.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=36）

2016年
（設問なし）

2021年
（N=36）

2016年
（N=55）

2021年
（N=36）

2016年
（N=55）

2021年
（N=36）

2016年
（N=55）

2021年
（N=36）

2016年
（N=55）

2021年
（N=36）

2016年
（N=55）

A 
Ｓ
Ｎ
Ｓ

B 
通
話

C 
メー
ル

D
 イ
ン
ター
ネ
ット
機

能
E 
ア
プ
リケ
ー
シ
ョン

F 
ゲ
ー
ム

＜専攻科＞ よく使う たまに使う あまり使わない まったく使わない 無回答
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2－9－3  スマートフォン使用時間（平日） 

 スマートフォン使用時間（平日）は、本科・専攻科共に「6時間以上」が最も割合が高く、次いで「3～4 時間未満」となっている。 

 本科は 4 時間以上、専攻科は 3時間以上の割合が前回調査を上回っており、使用時間が大きく増加している。 

図表 2-45 スマートフォン使用時間（平日）（本科（上）：N=1,376 専攻科（下）：N=39） 

 
 

 

0.3% 0.8%
5.2%

11.6%
17.9% 15.4% 16.6%

31.6%

0.7%0.6%

2.7% 2.3%
7.6%

14.2%
20.6% 14.1%

12.2%

22.0%

3.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

０分 ３０分未満 ３０分～１時間
未満

１時間～２時間
未満

２時間～３時間
未満

３時間～４時間
未満

４時間～５時間
未満

５時間～６時間
未満

６時間以上 無回答

＜本科＞ 平日 2021年（N=1,376）

2016年（N=1,357）（平日・休日区別なし）

5.1%
10.3%

20.5% 17.9%
12.8%

25.6%

7.7%3.6% 3.6%

14.5%

25.5%

14.5% 12.7%
9.1%

14.5%

1.8%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

０分 ３０分未満 ３０分～１時間
未満

１時間～２時間
未満

２時間～３時間
未満

３時間～４時間
未満

４時間～５時間
未満

５時間～６時間
未満

６時間以上 無回答

＜専攻科＞ 平日
2021年（N=39）

2016年（N=55）（平日・休日区別なし）
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2－9－4  スマートフォン使用時間（休日） 

 スマートフォン使用時間（休日）についても、平日同様、本科・専攻科共に「6 時間以上」が最も割合が高く、「5 時間～6 時間未満」が続

いている。 

図表 2-46 スマートフォン使用時間（休日）（本科（上）：N=1,376 専攻科（下）：N=39） 

 

 

0.4% 0.7% 0.9% 3.9% 5.9% 9.3% 8.0% 12.9%

57.2%

0.9%
0.6% 2.7% 2.3% 7.6% 14.2%

20.6% 14.1% 12.2% 22.0% 3.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

０分 ３０分未満 ３０分～１時間
未満

１時間～２時間
未満

２時間～３時間
未満

３時間～４時間
未満

４時間～５時間
未満

５時間～６時間
未満

６時間以上 無回答

＜本科＞ 休日 2021年（N=1,376）

2016年（N=1,357）（平日・休日区別なし）

2.6% 5.1%
12.8%

7.7%
15.4%

48.7%

7.7%
3.6% 3.6%

14.5%

25.5%

14.5% 12.7% 9.1%
14.5%

1.8%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

０分 ３０分未満 ３０分～１時間
未満

１時間～２時間
未満

２時間～３時間
未満

３時間～４時間
未満

４時間～５時間
未満

５時間～６時間
未満

６時間以上 無回答

＜専攻科＞ 休日
2021年（N=39）
2016年（N=55）（平日・休日区別なし）
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2－9－5  情報端末所有状況 

 情報端末所有状況について、前回調査と比べ、いずれの端末も「持っている」の割合が増加している。 

 前回調査の時点でも割合の高い「ノートパソコン」は、本科・専攻科共に約 7～8 ポイント増加している。 

図表 2-47 情報端末所有状況（本科（左）：N=1,479 専攻科（右）：N=39） 

   

  

40.6%

37.8%

70.0%

63.2%

44.6%

35.9%

53.7%

56.2%

27.3%

33.9%

49.0%

57.0%

5.7%

6.0%

2.7%

3.0%

6.4%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

2021年
（N=1,479）

2016年
（N=1,480）

A 
デ
ス
クト
ップ
パ
ソ
コン

B 
ノー
トパ
ソ
コン

C 
タブ
レ
ット
端
末

＜本科＞ 持っている 持っていない 無回答

56.4%

50.9%

89.7%

81.8%

53.8%

38.2%

43.6%

45.5%

10.3%

18.2%

46.2%

60.0%

3.6%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

2021年
（N=39）

2016年
（N=55）

A 
デ
ス
クト
ップ
パ
ソ
コン

B 
ノー
トパ
ソ
コン

C 
タブ
レ
ット
端
末

＜専攻科＞ 持っている 持っていない 無回答
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2－9－6  情報端末使用状況 

 情報端末使用状況は、本科・専攻科共に、いずれの端末も「よく使う」の割合が高い。 

図表 2-48 情報端末使用状況（本科（左）、専攻科（右）） 

 

 

65.4%

59.0%

56.8%

56.0%

58.6%

44.6%

13.8%

21.3%

29.4%

30.3%

16.1%

26.9%

9.2%

10.7%

9.6%

9.2%

12.3%

16.2%

3.0%

3.6%

1.4%

1.4%

5.0%

5.1%

8.7%

5.4%

2.9%

3.1%

8.0%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=601）

2016年
（N=559）

2021年
（N=1,035）

2016年
（N=935）

2021年
（N=659）

2016年
（N=531）

A 
デ
ス
クト
ップ
パ
ソ
コン

B 
ノー
トパ
ソ
コン

C 
タブ
レ
ット
端
末

＜本科＞ よく使う たまに使う あまり使わない まったく使わない 無回答

77.3%

75.0%

74.3%

68.9%

71.4%

23.8%

9.1%

21.4%

17.1%

26.7%

19.0%

38.1%

4.5%

3.6%

5.7%

4.4%

4.8%

38.1%

4.5%

4.5%

2.9%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=22）

2016年
（N=28）

2021年
（N=35）

2016年
（N=45）

2021年
（N=21）

2016年
（N=21）

A 
デ
ス
クト
ップ
パ
ソ
コン

B 
ノー
トパ
ソ
コン

C 
タブ
レ
ット
端
末

＜専攻科＞ よく使う たまに使う あまり使わない まったく使わない 無回答
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2－10  各種プログラム 

2－10－1  各種プログラムの満足度 

 各種プログラムに「満足」と回答した割合は、いずれも半数以上となっており、前回調査より割合が高い。 

 特に「航空技術者育成プログラム」は「満足」と回答した割合が高く、8 割以上となっている。 

図表 2-49 各種プログラムの満足度（本科） 

 

62.9%

52.9%

84.4%

66.7%

53.8%

14.3%

35.3%

9.4%

33.3%

23.1%

14.3%

5.9%

3.1%

7.7%

5.7%

5.9%

7.7%

2.9%

3.1%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=35）

2016年
（N=17）

2021年
（N=32）

2016年
（N=12）

2021年
（N=13）

2016年
（設問なし）

情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ

技
術
者
育
成
プ
ログ
ラム

航
空
技
術
者

育
成
プ
ログ
ラム

未
来
工
学

教
育
プ
ログ
ラム

＜本科＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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2－10－2  新コースの印象 

 AI スマート工学コースは「このコースにかなり興味がある」、情報システム工学コースは「候補の 1 つではある」がそれぞれ高い割合であ

り、いずれも概ね評価されていると考えられる。 

図表 2-50 新コースの印象（本科：N=295） 

 

  

9.8%

19.7%

18.3%

12.2%

12.2%

21.7%

6.1%

14.6%

13.6%

16.9%

15.3%

13.6%

21.0%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

このコースが第1希望である

このコースにかなり興味がある

候補の1つではある

あまり興味がない

このコースには進まない

わからない

無回答

＜本科＞

AIスマート工学コース（N=295）

情報システム工学コース
（N=295）
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第3部 保護者からみた状況 
3－1  奨学金制度の利用状況 

 奨学金制度の利用状況は、前回調査に比べて、「内容について知っているが、利用していない」割合が増加している。 

図表 3-1 奨学金制度の利用状況（保護者：N=733） 

  

6.7%

7.5%

1.1%

0.3%

0.3%

0.3%

0.1%

1.4%

1.3%

2.0%

58.3%

37.5%

49.2%

26.1%

51.4%

30.5%

45.4%

26.6%

10.9%

6.1%

25.0%

17.8%

7.8%

23.1%

40.7%

29.3%

42.1%

33.7%

58.2%

32.7%

49.8%

8.0%

9.4%

23.1%

33.5%
2.9%

5.2%

13.3%

13.4%

29.0%

7.8%

8.7%

14.7%

20.9%

73.8%

82.1%

43.4%

44.8%

71.1%

6.8%

1.0%

7.0%

2.4%

6.8%

2.6%

6.8%

2.7%

7.1%

2.4%

7.2%

2.5%

16.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

2021年（N=733）

2016年（N=1,044）

2021年（N=733）

2016年（設問なし）

A 
日
本
学
生

支
援
機
構
奨

学
金

B 
東
京
都

育
英
資
金

C 
あ
しな
が

育
英
会

D
 交
通
遺
児

育
英
会

E 
ネ
グ
ロス

育
英
会

F 
市
区
町
村

の
奨
学
金

G 
そ
の
他

＜保護者＞ 利用している 内容については知っているが、利用していない
名前は知っている／聞いたことはある 知らない
無回答
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3－2  海外意向 

3－2－1  子どもを海外に行かせたいか 

 子どもを海外に「行かせたい」と回答した割合は 77.8％で、前回調査とほぼ同じであった。 

 海外で「学ばせたいと思う」「どちらかといえば学ばせたいと思う」は全体の 9 割を超えており、前回調査と比較して 11.7％増加。 

図表 3-2 子どもを海外に行かせたいか（保護者：N=733） 

 

図表 3-3 子どもを海外で学ばせたいか（保護者：N=570）※ 

 
※ 2021 年は前問で「はい（海外に行かせたい）」と回答した保護者が対象。 

  

77.8%

77.4%

15.1%

21.6%

7.1%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

＜保護者＞ はい いいえ 無回答

47.0%

37.4%

48.1%

46.0%

3.9%

10.5%

0.9%4.0%

0.2%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=570）※

2016年
（N=1,044）

＜保護者＞ 学ばせたいと思う どちらかといえば学ばせたいと思う
どちらかといえば学ばせたいとは思わない 学ばせたいとは思わない
無回答
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3－2－2  海外留学をさせる場合の希望期間 

 海外留学をさせる場合、「半年～1 年未満」が 23.4％、「1 年以上」が 21.0％と長期を望む割合が多く、次いで「1 ヶ月～3ヶ月未満」とな

っている。前回調査と比較して、1ヶ月以上の海外留学期間を望ましいとする回答の割合が増加。 

 海外留学の費用は、前回調査と比較して「40 万円～50 万円未満」「50 万円以上」の割合が 5％以上増加している。     

図表 3-4 海外留学希望期間（保護者：N=543）※ 

 

図表 3-5 海外留学費用（保護者：N=543）※ 

 
※ 2021 年は前問で「海外で学ばせたい」「どちらかというと学ばせたい」と回答をした保護者が対象。 

5.5%

7.8%

16.6%

22.6%

20.6%

19.2%

12.7%

10.2%

23.4%

22.8%

21.0%

17.0%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=543）※

2016年
（N=870）

＜保護者＞ １週間～２週間未満 ２週間～１ヶ月未満 １ヶ月～３ヶ月未満
３ヶ月～半年未満 半年～１年未満 １年以上

10.1%

11.6%

22.5%

24.9%

21.2%

25.4%

10.5%

10.3%

19.9%

13.9%

15.5%

9.5%

0.4%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=543）※

2016年
（N=870）

＜保護者＞ ～１０万円未満 １０万円～２０万円未満 ２０万円～３０万円未満
３０万円～４０万円未満 ４０万円～５０万円未満 ５０万円以上
無回答
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3－3  子どもとの状況 

3－3－1  子どもと家族が食事を共にする頻度 

 子どもと家族が食事を「毎日」一緒に摂る割合は、「朝食」が 42.4％と前回調査とほぼ同じで、「夕食」が 55.9％と前回より 10％以上増加

している。 

 夕食を「毎日」一緒に摂る割合が増加した背景には、保護者の在宅勤務や学生の遠隔授業の増加による影響も考えられる。 

図表 3-6 子どもと家族の食事頻度（朝食）（保護者：N=733） 

 

  

42.4%

44.3%

55.9%

43.4%

8.7%

10.2%

16.1%

18.5%

8.0%

8.0%

13.0%

22.0%

14.1%

16.5%

4.6%

12.3%

3.0%

3.9%

0.4%

1.7%

1.2%

2.1% 0.4%

0.5%

0.8% 1.7%

0.4%

14.2%

12.0%

2.2% 0.6%

7.5%

1.2%

7.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

A 
朝
食

B 
夕
食

＜保護者＞ 毎日 週に５～６回 週に３～４回
週に１～２回 ２～３週間に１回程度 月に１回程度
月に１回未満 全く一緒に食べない 無回答
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3－3－2  子どもに「お弁当」を持たせているか 

 お弁当を「毎日持たせている」割合は 37.7％で最も割合が高い。 

 

図表 3-7 子どもに「お弁当」を持たせているか（保護者：N=733） 

 

  

37.7%

35.2%

24.8%

30.0%

10.4%

9.3%

19.6%

24.8%

7.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

＜保護者＞ 毎日持たせている ほとんど持たせている ときどき持たせている 持たせていない 無回答
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3－3－3  子どもと話をする時間 

 子どもと話をする時間は、「1 時間～2 時間未満」が 36.2％、1 時間以上子どもと話をすると回答した割合は、前回調査と比べて増加。保

護者の在宅勤務や学生の遠隔授業によって、家にいる時間が増えたことも要因の一つと考えられる。 

 「進路」について子どもと「話す（よく話す＋ときどき話す）」と回答した割合は 76.6％となった。 

図表 3-8 子どもと話をする時間（保護者：N=733） 

 

図表 3-9 「進路」について子どもと話す時間（保護者：N=733） 

 

  

0.4%

16.1%
21.8%

36.2%

10.4% 7.0% 8.2%
0.1%

22.3%
29.9% 31.6%

8.4% 5.8%

1.8%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

０分 ３０分未満 ３０分～１時間未満 １時間～２時間未満 ２時間～３時間未満 ３時間以上 無回答

＜保護者＞ 2021年（N=733） 2016年（N=1,044）

20.7%

19.0%

55.9%

61.9%

13.2%

16.5%

2.5%

1.4%

7.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

＜保護者＞ よく話す ときどき話す あまり話さない 全く話さない 無回答
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3－3－4  子どもの高専での学生生活への関心度 

 子どもの高専での学生生活へ関心がある（非常に関心がある＋やや関心がある）割合は 88.6％となっている。 

 子どもの高専での学校生活に満足している（満足＋やや満足）割合は 77.1％となっている。 

図表 3-10 子どもの高専での学生生活への関心度（保護者：N=733） 

 

図表 3-11 子どもの高専での学生生活の総合的満足度（保護者：N=733） 

  

58.0%

55.0%

30.6%

40.1%

2.3%

3.0%

0.7%

0.6%

0.4%

0.1%

8.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

＜保護者＞ 非常に関心がある やや関心がある どちらともいえない
あまり関心はない 全く関心はない 無回答

35.1%

34.1%

42.0%

42.4%

9.3%

13.5%

4.1%

7.6%

1.5%

1.2%

8.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年
（N=733）

2016年
（N=1,044）

＜保護者＞ 満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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3－3－5  子どもの高専での学生生活の不満点 

 子どもの高専での学生生活に不満を持つ保護者の実数は、前回調査に比べ大きく減少している。 

 不満点については、「教員が良くない」「授業内容が難しすぎてわからない」が 31.7％、「資格・検定等への取り組みが充実していない」が

29.3％と割合が高い。 

 

図表 3-12 子どもの高専での学生生活の不満点（保護者：N=41（子どもの高専での学生生活に不満な方のみ）） 

 

   

 

  

9.8%

22.0%

4.9%

17.1%

31.7%

4.9% 7.3%

29.3%

4.9%

31.7%

7.3% 9.8% 7.3%
2.4% 4.9%

48.8%

9.8% 14.1% 4.3%
8.7%

3.3%

25.0%

5.4%
3.3%

32.6%

5.4%

28.3%

12.0% 7.6% 7.6%
3.3%

15.2%

41.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

カリキュラム
編成

授業内容 選択できる
科目が少ない

受講したい
科目が履修
できない

科目間で
内容に重複
がある

授業内容が
難しすぎて
分からない

卒業研究／
特別研究の
指導が良くない

ゼミナール／
専攻科ゼミ
ナールの指導
が良くない

インターン
シップ／専攻科
インターン
シップが
良くない

資格・検定等
への取り組み
が充実して
いない

設備・施設が
充実して

いない／古い

教員が
良くない

担任が
良くない

校内の環境
が良くない

交通の便が
良くない

学費の面 学生への
支援制度や
施策が少ない

その他 無回答

＜保護者＞ 2021年（N=41） 2016年（N=92）
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第4部 各種プログラムと海外意向の関係 
4－1  本科生 

4－1－1  海外意向 

 本科生について、国際化事業（グローバル・コミュニケーション・プログラム（GCP)、インターナショナル･エデュケーション・プログラ

ム（IEP)、国際交流ルーム（GCO）、学生国際交流プログラム（二―アンポリテクの学生との交流）、異文化理解プログラムのいずれか）の

利用有無別に、現在、または将来、海外に行きたいかを聞いたところ、国際化事業の利用経験がある方が、海外意向が 75％と高かった。 

 

図表 4-1 国際化事業の利用有無別 海外意向 

 

  

75.4%

55.3%

23.4%

43.7%

1.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用経験あり
(n=337)

利用経験なし
(n=1142)

＜本科＞ はい いいえ 無回答
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4－1－2  海外勤務意向 

 前問で「海外に行きたい」と回答した本科生に対し、国際化事業の利用有無別に、将来、海外で働いてみたいと思うか聞いたところ、国

際化事業の利用経験がある学生は、働いてみたい（働いてみたい＋どちらかといえば働いてみたい）が 66.1％と高かった。 

 

図表 4-2 国際化事業の利用有無別 海外勤務意向 

 
  

35.4%

22.5%

30.7%

26.7%

17.7%

22.3%

16.1%

28.3% 0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用経験
あり

(n=254)

利用経験
なし

(n=632)

＜本科＞ 働いてみたい
どちらかといえば働いてみたい
どちらかといえば働いてみたいとは思わない
働いてみたいとは思わない
無回答
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4－1－3  留学への関心 

 前問同様、「海外に行きたい」と回答した本科生に対し、国際化事業の利用有無別に、留学に興味はあるか聞いたところ、国際化事業の利

用経験がある学生は、興味がある（興味がある＋どちらかといえば興味がある）が約 8割と高かった。 

 

図表 4-3 国際化事業の利用有無別 留学への関心 

 

  

50.0%

28.6%

29.9%

29.6%

9.8%

18.7%

9.4%

22.8%

0.8%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用経験あり
(n=254)

利用経験なし
(n=632)

＜本科＞ 興味がある どちらかといえば興味がある
どちらかといえば興味はない 興味はない
無回答
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4－1－4  今後参加したい国際化事業 

 本科生に今後参加したい国際化事業を聞いたところ、参加したいという割合が高い順に「グローバル・コミュニケーション・プログラム」

「インターナショナル・エデュケーション・プログラム」「国際交流ルーム」となった。 

 

図表 4-4 今後参加したい国際化事業 

 

  

20.8%

16.0%

15.9%

6.7%

8.5%

60.6%

15.9%

16.1%

7.3%

7.9%

12.5%

24.4%

54.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

グローバル･コミュニケーション
・プログラム（GCP）

インターナショナル･エデュケ
ーション・プログラム（IEP）

国際交流ルーム（GCO）

学生国際交流プログラム（二―
アンポリテクの学生との交流）

異文化理解プログラム

グローバルエンジニア育成
プログラム（ＧＥＰ）

海外インターンシップ

無回答

＜本科＞

2021年（N=1,479）

2016年（N=1,480）
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4－2  保護者 

4－2－1  子どもを海外に行かせたいか 

 保護者について、国際化事業（グローバル・コミュニケーション・プログラム（GCP)、インターナショナル･エデュケーション・プログラ

ム（IEP)、国際交流ルーム（GCO）、学生国際交流プログラム（二―アンポリテクの学生との交流）、異文化理解プログラムのいずれか）の

関心有無別に、子どもを海外に行かせたいかを聞いたところ、国際化事業に関心がある保護者は、9割近くが子どもを海外に行かせたいと

考えている。 

 

図表 4-5 国際化事業の関心有無別 子どもを海外に行かせたいか 

 
  

87.7%

25.6%

11.5%

34.2%

0.8%

40.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心あり
(n=616)

関心なし
(n=117)

＜保護者＞
はい いいえ 無回答
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4－2－2  子どもを海外で学ばせたいか 

 前問で、子どもを「海外に行かせたい」と答えた保護者に対し、国際化事業の関心有無別に、子どもを海外で学ばせたいかを聞いたとこ

ろ、国際化事業に関心がある保護者は、9割以上が子どもを海外で学ばせたい（学ばせたいと思う＋どちらかというと学ばせたいと思う）

と考えている。 

 

図表 4-6 国際化事業の関心有無別 海外でお子様を学ばせたいか 

 

 
 

 

  

48.9%

13.3%

47.2%

63.3%

3.3%

13.3%

0.6%6.7%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心あり(n=540)

関心なし(n=30)

＜保護者＞ 学ばせたいと思う どちらかといえば学ばせたいと思う
どちらかといえば学ばせたいとは思わない 学ばせたいとは思わない
無回答
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第5部 まとめ（本科を中心に） 
 

＜前回調査（2016 年度）からの教育上の変化＞ 

 前回調査と比較して「カリキュラム」「授業」「職員」の満足度が向上し、総合満足度も向上。また、一般科目・専門科目の各科目について

も満足度が向上している。一方で、教員の満足度は変わっていない。 

 シラバスの利用度、満足度が向上。 

 

＜コロナ禍の影響＞ 

 コロナ禍において、授業の理解度低下が懸念されたが、遠隔授業や、感染対策を講じた上での分散登校を実施したこと等により、専門科

目（座学、実験・実習）であっても 10%程度の低下に抑えることができ、一般科目（理数科目以外）においては「理解している（80～100％）」

「だいたい理解している（60～80％）」を合計すると、前回調査と大きな違いがないという結果となった。 

 専攻科は少人数教育の特色を活かし、教員・学生の個々の取組により、演習科目も含めいずれの科目も「理解している（80～100％）」「だ

いたい理解している（60～80％）」を合計すると、前回調査と同等あるいは上回っている。 

 『産技祭』『高専祭』に「参加したことがある」と回答した割合は 45.9％で、前回調査の 60.7％から約 15％減少している（『2020 年は新

型コロナウイルス感染症拡大予防のため『産技祭』『高専祭』は開催せず、また調査期間が 2021年の開催前だったため、本科 1～2 年は、

まだ『産技祭』『高専祭』を経験していない）。 

 課外活動に「参加していない」と回答した割合が、全てのクラブ活動で 3 割以上となっており、前回調査を大きく上回った。 

 インターンシップに「参加したことがある」割合は 42.7％で、前回調査の 2/3 程度。 

 生活全般で感じる心身の不調等について、前回調査と比べ「何に対してもやる気が出ない」「強い不安感に襲われる」「気分が落ち込んで

何も興味が持てない」が 5ポイント以上増加し、20～30％程度となっている。 

 保護者の在宅勤務や学生の遠隔授業の増加による影響として、家族との食事（夕食）の頻度の増加や会話時間の増加がみられる。 

 



64 

＜ネット利用の増大、読書等の減少＞ 

 授業内容が理解できない場合の対応について「インターネットで調べる」割合が高く、前回調査で最も高い「友人・知人に聞く」を多く

の科目で上回っている。また、「授業中に教員に質問する」「授業が終わってから教員に質問する」と回答した割合は、前回調査と比較し

て減少。 

 レポート作成時の情報源は、「インターネット」「教科書」が共に 7割以上。一方で、「参考書」「専門書」は、前回調査から 10 ポイント以

上減少。 

 前回調査から比べて「本（漫画・雑誌以外）は読まない」が約 10 ポイント増加し、26.7％。 

 スマートフォン使用時間が「6時間以上」が、平日は 3割強、休日は 6割近くと予想通り非常に高い。 

 

＜国際化事業参加者の傾向＞ 

 国際化事業（グローバル・コミュニケーション・プログラム（GCP)、インターナショナル･エデュケーション・プログラム（IEP)、国際交

流ルーム（GCO）、学生国際交流プログラム（二―アンポリテクの学生との交流）、異文化理解プログラムのいずれか）の利用経験がある方

が、海外意向が 75％、海外で働いてみたいが約 5 割、留学に興味があるが約 6 割と高い。 
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